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	■プログラム詳細
	「学生のニーズから考えるプログラムづくり」
	【開会挨拶・趣旨説明】     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	【第一部】座談会
	【第二部】プログラムづくり


	■会場
	東京ボランティア・市民活動センター会議室　(最寄り駅：飯田橋駅)

	■対象
	大学ボランティアセンターの運営にかかわるスタッフ、教職員、学生スタッフ
	ボランティア活動支援を検討している大学・短大のスタッフ、教職員
	ボランティア活動推進機関（社会福祉協議会、ボランティアセンター等）の関係者
	ボランティア団体のリーダーとして活動している学生

	■お申込み
	下記ホームページまたはQRコードよりお申込みください。
	https://www.tvac.or.jp/news/51226


	■問合せ先
	東京ボランティア・市民活動センター（加藤・中山）
	〒162-0823　東京都新宿区神楽河岸1-1　
	セントラルプラザ10階
	TEL 03-3235-1171
	MAIL shimin★tvac.or.jp　（★を＠に変更）
	HP https://www.tvac.or.jp/



